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研究成果の概要（和文）：本研究は日本人英語学習者が効果的に語強勢を習得する有効な方法として, 聴覚性プライミ
ング効果の原理を利用した発音学習（音声刺激語の復唱）が可能かどうか,また,その効果に影響する要因を検討した.
その結果, ①復唱が5回以上で効果あり,②刺激語の親密度に関係なく効果あり（BNC頻度上位3000語）,③音節への注意
は効果的,④刺激語を数回復唱した後の文字情報が効果的,⑤復唱のみでは効果は１週間持続しない,ことがわかった.発
音向上（音韻表象の変化）に必要な音韻情報への注意,文字情報を得る時期の重要性,更に学習効果を持続させるため,
音韻情報の内在化を促進させる手だての必要性が示唆された.

研究成果の概要（英文）：This study investigated whether repetition practice involving the auditory priming
 effect can contribute to improving one aspect of the pronunciation of English, namely, word stress, speci
fically the schwa's quality and the durational ratio of schwa to the stressed vowel in words pronounced by
 Japanese learners of English. The results showed that 5 repetitions of auditory words in a short period o
f time is effective for both high- and low-familiarity words from high frequency English words from the BN
C, as well as for words with schwa in the initial and final syllables. Attention to syllables while repeat
ing a word (repeating syllable-segmented words) facilitates the target pronunciation. In addition, the ort
hographic information is helpful for learning the pronunciation only if it is provided after learners have
 received intensive phonetic input. Lastly, the learning effect lasted 10 minutes but did not last a week 
under the condition of only repetition of auditory words.
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４．研究成果  
(1)実験 1 

①リサーチ•クエスチョン 

 以下の 3点について検討する. 
•音声刺激語の復唱回数(0,5,10 回)の違 
いが, 日本人英語学習者による語強勢（「シ
ュワーの強母音に対する長さの割合」,以下
「長さの割合」）の発音の向上にどのような
影響をもたらすか. 
•刺激語の復唱が発音向上に効果的な場合, 
単語親密度や強勢型の要因は影響するのか. 
•復唱による発音向上は,１週間後も持続す
るのか. 
②実験参加者 
 健聴者である大学生12名(男性3名, 女性
9 名 ) が 実 験 に 参 加 し た . 英 語 力 は
TOEIC400-550 点(CEFR:A2)であった. 
③音声素材 
  刺激語は 2-3 音節の 32 単語(強弱•弱強の
強勢型)を『音声親密度データベース』(横川
編,2009)より選定した. 平均親密度は 7 段
階中 6.0(例, alarm, lesson)と 2.8(例, 
agenda, recon)であった. なお,データベー
スは BNC 頻度上位 3000 語を元にしている. 
こ れ ら の 単 語 を Natural Reader 10.0 
(AT&T,2011)の米語女性話者の声を用いて,
デジタル録音した. 刺激語を 3 リストに分
け,うち 2 リストを復唱用(5 回,10 回),1 リ
ストを非復唱用とした.3 リストと刺激語呈
示順は参加者間でカウンター•バランスし
た. 
④手続き 
 「学習期」では刺激語が試行間間隔
500msecで,5回または10回呈示され,参加者
に復唱してもらった. その際,呈示刺激語が
顕在的に記憶されるのを避け, また, 刺激
語の音声情報に注目させるため,刺激語にお
ける/t/の有無を確認してもらった. 10 分後
と 1 週間後に「テスト期」では全刺激語(非
復唱語を含む)を呈示し,参加者に復唱して
もらった. 
⑤結果と考察 
 語強勢(「長さの割合」)を復唱回数,親
密度,強勢型ごとに表1(学習から10分後),
表 2(1 週間後)に示した. 
 まず,10 分後に関しては, 刺激語の「長さ
の割合」を従属変数とし,「復唱回数」(“0”, 
“5”,“10”回), 「親密度」(“高”•
“低”),「強勢型」(“弱強”, “強弱”)
を独立変数として 3 要因分散分析を行った.
その結果,「復唱」と「強勢型」の主効果が
有意であった[F (2, 306) = 21.74, p <.001, 
η2

p = .124, F (2, 306) = 116.88, p <.001, 
η2

p = .276].しかし「親密度」は有意ではな
かった [ F (2, 306) = 6.21, p > .05, η2

p 
= .002.]「復唱」の主効果により,語強勢の
発音が,復唱により向上することが明らかと
なった.これは,復唱中に強勢の音声情報が
保存され,後の産出でその情報を利用できた
ためと推察される(プライミング効果).  

 「復唱」と「強勢型」において交互作用がみ
られた[F (2, 306) = 3.24, p = .05, η2

p 
= .021.] 単純主効果検定をしたところ, 有意
傾向であった[F (2, 312) = 2.824, p = .061, 
η2

p = .01.] 多重比較の結果, “弱強”の刺激
語で 0回と 5回間,d = .50(効果量中), 0 回と
10 回間で,d = .49(効果量小)であった. 一方, 
“強弱”の刺激語では,共に d = .90（効果量
大）であった.これにより,日本人英語学習者が
苦手とする“弱強”型の単語においても,学習
効果があることがわかった(表 1). ただし,5
回と 10 回の間では天井効果のため,復唱効果
に差はみられなかった. 
 さらに「復唱」と「親密度」については交互
作用がみられないため,復唱により異なる親密
度の単語において同程度の学習効果があるこ
とがわかった. 
 
 表 1 シュワーの強母音に対する長さの割合 
 (10 分後) 

 
注. ( )内は標準誤差. 呈示刺激語のシュワーの強
母音に対する割合（「長さの割合」）は40%(弱強型), 
73%(強弱型). 
 
 1 週間後についても,10 分後と同様に 3 要
因分散分析を行った.その結果,「復唱」にお
いて主効果がみられなかった[F (2, 279) 
=1.94, p =.145, η2

p = .014.]すなわち, 単
純な復唱学習では,学習 10分後に見られた発
音の学習効果が1週間持続しないことが明ら
かになった. 
 
表 2  シュワーの強母音に対する長さの割合 
 (1 週間後) 

 

親密度 高親密度  低親密度   

強勢型 弱強 強弱    弱強 強弱 平均  

0 回 

 

46.6 

(2.3) 

72.4 

(2.7) 

45.5 

(3.1) 

78.9 

(3.6) 

60.8 

(2.9) 

5 回 

 

36.8 

(3.3) 

53.4 

(3.9) 

39.1 

(3.9) 

62.3 

(4.8) 

47.9 

(3.9) 

10 回 
38.2 

(3.4) 

59.5 

(3.9) 

37.4 

(3.8) 

53.6 

(4.5) 

47.1 

(3.9) 

親密度 高親密度  低親密度   

強勢型   弱強 強弱    弱強 強弱 平均  

0 回 

 

45.5 

(2.4) 

67.7 

(2.9) 

39.4 

(2.9) 

71.9 

(3.6) 

56.1 

(2.9) 

5 回 

 

39.4 

(3.6) 

71.6 

(0.4) 

37.2 

(4.5) 

55.1 

(6.2) 

50.8 

(3.6) 

10 回 
 38.2   

(3.5) 

69.7 

(0.4) 

39.9 

(4.1) 

65.7 

(5.3) 

53.4 

(3.3) 



 

(2)実験 2 

①リサーチ•クエスチョン 

  語強勢を正しく発音するためには音節
を正しく認識できることが前提である.し
かし, 日本語と英語は音節構成が異なる
ため,日本語母語話者にとって英語の音節
認識は容易ではない(Ishikawa, 2002).そ
こで,本研究では音節に注意を向けて復唱
することが語強勢の発音向上につながる
かどうかを検討する. 
②実験参加者 
  健聴者である大学生18名(男性 6名, 女
性 12 名)が実験に参加した.英語力は
TOEIC400-700 点(CEFR:A2-B1)であった. 
③音声素材 
  刺激語は 3 音節の 32 単語と 2 音節の 6
単 語 ( 共 に 低 頻 度 語 ) を MRC 
Psycholinguistic Databaseから選定した.
強弱型は,弱強(語頭に弱音節:例, boracic, 
cadaver), 強 弱 ( 語 中 に 弱 音 節 : 例 , 
gidower,Jacobin),強弱(語末に弱音節:
例,benison,halidom)を用意した. これら
の単語を Global Voice English Lite 2 
(HOYA service corporation)の米語女性
(Kate)の声で実験1同様に録音した. その
後,各単語につき,音節間に「ポーズなし」
と「ポーズあり」の 2種類を用意した. ポ
ーズは1000msecで, Audacity2.0.3を用い
て挿入した.全刺激語を 3 リストに分け,2
リストを復唱用(「ポーズなし」,「ポーズ
あり」),1 リストを「非復唱用」とした. 
④手続き 
 「学習期」にて,復唱用リストの刺激語を
2回ずつ連続で4回ランダム呈示した.ただ
し,「ポーズあり」の刺激語の場合は,音節
への注意を促すため「ポーズなし•ポーズ
あり」 (例,gidwer → gi-do-wer) の順で
呈示した. 10 分後の「テスト期」では, 参
加者にまず,全刺激語を音声呈示して復唱
してもらった.続いて,同一の刺激語を文
字呈示し,復唱してもらった. 
⑤結果と考察 
  語強勢の発音を「注意」,「弱音節の位
置」ごとに表 3 に示した.「長さの割合」
を従属変数とし,「注意」(“復唱なし”, 
“復唱＋注意あり”, “復唱のみ”)と「弱
音節の位置」(語頭, 語中,語末)を独立変
数として 2 要因分散分析を行った.その結
果,「注意」と「弱音節の位置」の主効果
が有意であった[F (2, 373) = 3.8, p <.05, 
η2

p = .016, F (2, 473) = 19.27, p < .001, 
η2

p = .077.]しかし,「注意」と「弱音節
の位置」に交互作用はみられなかった[F (4, 
465) = 1.52, p = 1.93.] 主効果が有意で
あった「注意」について多重比較をしたと
ころ, “復唱なし”と“復唱＋注意”と(d 
= .27,効果量小),“復唱なし”と“復唱の
み”（ d = 1,効果量なし）, “復唱＋注
意あり”と“復唱＋注意なし”(d =.26,効
果量小)の間で有意差がみられた. 

  すなわち, “ポーズあり”の単語を復唱し
た場合に学習効果があるが, “ポーズなし”
の単語を復唱しても,復唱しない場合と比べ
て有意な学習効果が得られなかった.実験 1
のように比較的頻度の高い単語の場合(高•
低親密度単語を含む)は 単純な復唱でも効
果は見られた.以上より,参加者にとって親
しみのない単語,すなわち,未学習単語と想
定されるものの場合,単純な復唱のみでは十
分な学習効果を得られないことが推察され
た. 
 
表 3  シュワーの強母音に対する長さの割合 
  (「テスト期：音声呈示」) 

注. ( )内は標準誤差.呈示刺激語の「長さの割合」
は 42.70%(弱強型), 56.98%(強弱型). 
 
 「テスト期」で文字を音読してもらった場
合も,上記同様に2要因分散分析を行った.主
効果が有意であった「注意」について多重比
較を行ったところ, “復唱なし”と “復唱
＋注意”と( d = .35,効果量小)が “復唱な
し”と“復唱のみ”(d = .22,効果量小), 
“復唱＋注意あり”と“復唱のみ”(d =.11,
効果量なし) であった.すなわち,「テスト
期」で文字を音読してもらった場合でも,復
唱による学習効果は見られた.しかし, “注
意あり”と“注意なし”の間では効果に差
がみられなかった.文字を読む場合は,学習
期に保存した音節情報の記憶を,テスト期で
の産出に十分に生かすことができていなか
ったことが推測される. 
 
表 4 シュワーの強母音に対する長さの割合 
(「テスト期」文字呈示) 

 
 

弱音節の位置 語頭 語中 語末 平均 

復唱なし 

 

56.6 

(3.2) 

61.5 

(3.7) 

64.3 

(3.5) 

60.5 

(0.2) 

復唱＋注意 

 

49.5 

(3.1) 

59.9 

(3.5) 

72.9 

(3.2) 

60.4 

(1.9) 

復唱のみ 

 

44.8 

(3.2) 

54.7 

(3.6) 

63.1 

(3.2) 

53.9 

(1.9) 

弱音節の位置 語頭 語中 語末 平均 

復唱なし 

 

64.98  

(6.2)  

78.5  

(6.6) 

101.8  

(0.5) 

85.1 

(5.9) 

復唱＋注意 

 

58.24 

(6.5)  

67.90  

(5.3) 

93.18  

(4.7) 

76.5 

(5.5) 

復唱のみ 

 

58.09 

(6.9) 

61.38  

(6.2) 

84.5  

(4.6) 

72.3 

(5.9) 



 

(3)実験 3 

①リサーチ•クエスチョン 
  発音学習の際,文字情報を用いることで
発音の向上につながる場合と,そうでない
場合が報告されている.そのような中,英
語の語強勢とシュワー/ə/の発音学習に,
文字情報がどのように影響するかは明ら
かではない.シュワーが日本語にどのよう
に借用されるかを調べた研究で,音声と文
字で同時に呈示された場合は,文字に頼り
日本語の音の影響を受けて借用すること
を明らかにしている(Sugiura, 2012).言
語習得上,学習者は音声情報と文字情報を
最終的には一致させる必要があるため,音
声と文字の両者をどのように呈示したら
語強勢(「長さの割合」)とシュワー/ə/の
音韻表象を正確に形成し,効果的な発音学
習ができるかを検討する. 
②仮説 
「長さの割合」: 
  日本語母語話者は L2 の文字を処理する
音韻情報(spoken units) よりも視覚情報
に依存する傾向がある (e.g.,Brown & Ha
ynes, 1985, Wang & Koda, 2005).また, 
日本語母語話者は英語単語の複雑な構造
の認識に時間がかかる傾向にある (Akama
tsu, 1996).よって,音声と文字を同時に
呈示された場合,その短時間に,正確な音
素やリズム情報を十分に保存できず,効果
的な発音学習がしにくいと予想される. 
シュワー/ə/の音質: 
  日本語は,音素と書記素が 1 対 1 で対応
しているが, 英語はそうではない.シュワ
ーはどのスペリングにも現れる(「深い正
書法」の一種).日本人英語学習者は,母語
の書記素と音素の対応関係を L2 にも使用
し,文字に頼ってシュワー発音するため,
正しい発音ができない可能性がある. 
③実験参加者 
  健聴者である大学生20名(男性 20名)が
実験に参加した.英語力はTOEIC300-550点
(CEFR:A1-B1)であった. 
④音声素材 
  刺激語は 3 音節の 36 単語(低頻度語)を
MRC Psycholinguistic Database から選定
した.スペリング<a>にあるシュワー/ə/で,
その位置は,語頭(例, canasta, agaric), 
語中(例, abacus, adamant),語末(例, 
lacuna, cannibal)にあるものを用意した. 
これらの単語を Natural reader Mac 3.0 
(AT&T®, 2013)の米語男性(Alex)の声でデ
ジタル録音した.刺激語を 4 リストに分
け,3 リストを復唱用,1 リストを非復唱用
とした. 
⑤手続き 
 「学習期」では音声刺激語を 8 回呈示し
た.なお, 異なる3リストの刺激語は,下記
のいずれかの呈示方法で呈示された. 
 •「音声のみ 8回」 
 •「音声＋文字 8回」 
 •「音声 7回→音声＋文字 1回(最後)」 
参加者に,上記の順で呈示された各リスト
の刺激語を復唱してもらった.10 分後の
「テスト期」では全刺激語を音声呈示し参
加者に復唱してもらった. 
 

⑥音質の分析方法 [その他の分析方法も検討中] 

 シュワーの音質(弱化)の分析には,2 母音
間のユークリッド距離を求める perceptual 
distanceを,Lindblom (1986)によって提唱さ
れた方程式を用いて算出した.  
  Dij = 
 
方程式において, iとjは2つの母音を表す.2
つの母音とは,参加者が発音したシュワー
/ə/と母音/a/(両者ともスペリングは<a>) 
である.M1 と M2 はそれぞれ母音の第 1,第 2
フォルマントを表す.シュワーは中央中舌母
音で,/a/は低位後舌母音であり,2 母音間の
距離がある.しかし,もし,文字に頼りシュワ
ーを/a/と発音した場合 2 母音の距離は近く
なる.シュワーを正しく発音した場合,算出
される値はより大きくなると予測される.  
⑦結果と考察 
長さの割合: 
 刺激語を復唱学習した後の語強勢の発音
を「呈示方法」, 「弱音節の位置」ごとに表
5 に示した.シュワーの強母音に対する長さ
の割合を従属変数とし,「呈示方法」(“復唱
なし”, “音声の復唱”, “音声＋文字の復
唱”,“音声の復唱 7回後”, “音声＋文字 1
回の復唱”)と「弱音節の位置」(“語頭”, 
“語中”)を独立変数として 2 要因分散分析
を行った.その結果,「呈示方法」と「弱音節
の位置」で主効果に有意差がみられた[F (3, 
375) = 4.945, p < .005, η2

p = .038, F (1, 
375) = 10.347, p < .005, η2

p = .027.] し
かし,交互作用はみられなかった[F (2, 4) = 
306] = 1.674, p = .172, η2

p = .013.]  主
効果が有意であった「呈示方法」について多
重比較をした結果, “復唱なし”と“音声 7
回後,音声＋文字1回”と(d = .51,効果量中)
が“復唱なし”と“音声 8 回”(d = .38,効
果量小)のみに有意差がみられた. すなわち,
音声と同時に文字情報を学習期の最初から
同時呈示した場合は, 復唱なしの場合と有
意差がなく, 学習効果がなかった.これは仮
説を支持する結果となった.    
 
表 5 シュワーの強母音に対する長さの割合 

注.( )内は標準誤差.呈示刺激語の「長さの割合」
は 49.80%(弱強型), 45.40%(強弱型). 

弱音節の位置 語頭 語中 平均 

復唱なし 

 

60.3  

(24) 

52.6 

(22) 

56.4 

(23) 

復唱あり  53.0 45.0 49.0 

[音のみ]  (23) (26) (14) 

[音＋文字 1回] 

 51.5    

 (25) 

44.9 

(24) 

48.2 

(24) 

[音＋文字] 

51.4 

(23) 

52.2 

(22) 

51.8 

(22) 

(M1i-M1j)2  + (M2i - M2j)2



 

シュワー/ə/の音質: 
 Perceptual distanceを「呈示方法」, 「弱
音 節 の 位 置 」 ご と に 表 6 に 示 し
た.Perceptual distance を従属変数とし,
「呈示方法」を独立変数として 2要因分散
分析を行った.その結果,「呈示方法」で有
意傾向であった[F(3, 363) = 2.38, p 
= .069, η2

p = .016].しかし,「弱音節の
位置」では有意差がなかった[F (3, 363) = 
1.22, p = .301.] また,交互作用もみられ
なかった[F (4, 465) = 1.52, p = 1.93.] 
主効果が有意であった「呈示方法」につい
て多重比較をした結果, “復唱なし”と
“音声の復唱 7 回後,音声＋文字 1 回の復
唱”で d = .31（効果量小）,また, “復唱
なし”と“音声の復唱8回”で d = .24（効
果量小）がみられた.すなわち,呈示音声を
繰り返し復唱し,正しい音韻表象を符号化,
保存させた後に文字を呈示した場合に,語
強勢の発音学習効果が高くなることがわ
かった. これは仮説を支持する結果とな
った.    
 
表 6 Perceptual distance 

注. ( )内は標準誤差. 
 
(4) まとめ 
  実験の結果,音声刺激語の 5 回以上の復
唱で,学習効果は 10 分間持続するが,１週
間は持続しなかった. 本結果は「学習シス
テム」（図 1）で,インプット情報の内在化
をさらに促進させ,「言語能力」として定
着させるための手だての必要性を示唆し
ている.また, 音節間にポーズを入れた単
語を復唱したり, 十分な復唱後に文字情
報を得ることで,より一層の学習効果が得
られることがわかった. すなわち,「言語
インプット」（図 1）では,必要な音声•音韻
情報に注意を向け,また,適切なタイミン
グで文字情報を得る.これにより発音向上
に必要な情報をより効果的に「学習システ
ム」（図 1）に取り込むことができることを
示唆していると言えよう. 
 
 
 

(5) 課題 
  今後の課題は,以下の 3点である. 
 •学習効果が長期に保持されるかどうかに
ついて,学習方法(集中•分散学習)や注意に
関する要因を操作しながら明らかにする. 
  •発音向上についてコミュニケーションを
意識した客観的指標(理解度など)による評
価も取り入れる. 
  •暗示的•明示的学習の両要素を組み合わ
せ,効果的な発音学習方法を明らかにする. 
 以上,聴覚性プライミング効果の原理を利
用した英語リズムの発音トレーニング教材
の開発に向けて,研究を積み重ねていく. 
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